
台湾市場ターゲットの特徴

うち訪日経験あり n=166 うち訪日経験あり n=354 うち訪日経験あり n=138

うち2020年4月以降訪日経験あり n=166 うち2020年4月以降訪日経験あり n=354 うち2020年4月以降訪日経験あり n=138

項目 スコア（%） 項目 スコア（%） 項目 スコア（%）

1回 0.0 1回 20.1 1回 26.7

2回以上 計 100.0 2回以上 計 79.9 2回以上 計 73.3

1位 日本 75.9 日本 61.6 日本 56.0

2位 韓国 35.0 韓国 27.2 韓国 11.3

3位 中国 14.9 米国 16.2 シンガポール 10.9

4位 スイス 13.9 タイ 14.2 中国 9.8

5位 米国 11.2 スイス 11.6 香港 8.1

無認知 0.0 無認知 0.0 無認知 0.0

認知 0.0 認知 0.2 認知 0.0

興味関心 15.6 興味関心 22.3 興味関心 17.5

比較検討 54.4 比較検討 48.3 比較検討 44.8

予約購入 30.0 予約購入 29.2 予約購入 37.7

   99.4    94.9    87.4

   92.7    80.6    73.9

   93.1    92.3    81.6

1位 個人手配 68.9 個人手配 72.3 個人手配 56.5

2位 団体ツアーに参加 14.7 個人旅行向けパッケージ商品を利用 9.7 オーダーメイド旅行を利用 32.2

3位 オーダーメイド旅行を利用 9.3 オーダーメイド旅行を利用 9.0 団体ツアーに参加 6.9

   6.7日    6.3日    5.9日

   2.7日    2.0日    2.2日

71,800TWD 65,900TWD 73,100TWD

※JNTO VJ重点市場基礎調査（アンケート調査・2024年10～12月実施）による。

*1  国外旅行の対象は、調査対象期間（2020年4月～2024年調査時点の間）の飛行機を利用したレジャー目的の国外旅行。国外旅行実施者数は各国・地域からの国外旅行者数や観光目的の訪日外客数の実績値等と突き合わせて補正した上で推計。

*2  各ターゲットにおける2024年調査時点以前のレジャー目的の訪日旅行経験回数別にみた構成比を推計。

*3  今後行きたい旅行先を最大3か国・地域まで選択する形で聴取。調査は各市場における回答者の1/3程度を訪日旅行経験者が占める割付で実施しており、回答者のうちの訪日旅行経験者の割合は、各市場の実際の「各ターゲットにおける訪日旅行経験者の割合」と一致するものではない点に留意。

*4  各ターゲットの訪日旅行経験率を元にした補正を加えて算出。訪日旅行経験者については「無認知」を除いて集計。数値を四捨五入し小数点第1位まで表示しているため、各構成比の合計は必ずしも100%とはならない。

*5  地方エリアの認知率は日本の中で知っているエリアとして、訪問経験率はこれまでの訪日旅行で訪問したことのあるエリアとして、訪問希望率は今後訪日旅行をする際に訪問したいエリアとして、東京と大阪・京都以外のエリアを選択した回答者の割合。

*6  複数回答の結果。

*7  調査対象はターゲットのうちの訪日旅行経験者。

*8  紺色の文字の項目・スコアは直近の訪日旅行について、黒字の項目・スコアは直近の日本以外への国外旅行についての調査結果。直近の訪日旅行についての調査の対象は、ターゲットのうち、2020年4月以降の訪日者。

*9  調査では1人あたりの支出額（航空券、宿泊費、食事等の総額）を選択方式で聴取。平均単価の算出には各選択肢の上限、下限の金額の中央値を使用。
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n=166 n=354 n=138

ターゲットA ターゲットB ターゲットC

訪日経験者（訪日経験4回以上）

30～40代

家族・親族

訪日経験者

20～40代

夫婦・パートナー、友人

訪日経験者　/　50代以上

世帯可処分所得上位40％（13万新台湾ドル/月以上）

夫婦・パートナー、家族・親族

(140万人) (300万人) (30万人)

市場シェア

（100%=国外旅行実施者
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）
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